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(57)【要約】
【課題】机上面において照度が高い位置、即ち適正使用
範囲を使用者が容易に認識することのできる照明装置を
提供する。
【解決手段】灯具６に取り付けられた第一光源としての
照明用ＬＥＤ１６と、この照明用ＬＥＤ１６の点灯操作
を行うための第一操作部７とを有する電気スタンド１で
あって、前記照明用ＬＥＤ１６から放射される光Ｌ１に
よって照射される照射範囲の中で、照度が高い範囲、即
ち適正使用範囲に、光Ｌ２を照射する第二光源としての
指示用ＬＥＤ２５を設けたことで、使用者は、この指示
用ＬＥＤ２５の照射位置を見ることで、適正使用範囲を
容易に認識することができる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一光源を有する灯具と、前記第一光源の点灯操作を行うための操作部とを有する照明
装置において、
　前記第一光源の照射範囲における照度が高い範囲に向けて、この第一光源の照射範囲よ
りも狭い範囲に光を照射する第二光源を設けたことを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記第二光源を前記灯具に設けたことを特徴とする請求項１記載の照明装置。
【請求項３】
　前記第一光源と第二光源とを、互いに異なる光色としたことを特徴とする請求項１又は
２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記第一光源の点灯操作を行うための第一操作部と、前記第二光源の点灯操作を行うた
めの第二操作部とを有することを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項に記載の照明装
置。
【請求項５】
　前記第二光源を点灯させるための点灯回路と、点灯した前記第二光源を所定時間経過後
に消灯させるための計時手段を設けたことを特徴とする請求項１乃至４の何れか一項に記
載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明装置に関するものであり、特に机上で用いられる電気スタンド等の照明
装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の照明装置としては、腕体と、この腕体の先端側に設けられた灯具と、こ
の灯具に取り付けられた光源とを有し、この光源によって机上面を照明するものが知られ
ている（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－２４４９２９号公報
【発明の概要】
【０００４】
　このような照明装置を机上で使用する場合、使用者は、どこの照度が高く、使用する上
で適正な位置であるかを意識せず使用してしまうことがある。そして、使用者が児童であ
る場合は、その傾向が高い。そして、使用者が照度の低い位置に本やノートを置いて学習
や読書等を続けると、使用者の目に負担がかかってしまうという問題がある。
【０００５】
　本発明は以上の問題点を解決し、机上面において照度が高い位置、即ち適正使用範囲を
使用者が容易に認識することのできる照明装置を提供することを目的とする
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の請求項１に記載の照明装置は、第一光源を有する灯具と、前記第一光源の点灯
操作を行うための操作部とを有する照明装置において、前記第一光源の照射範囲における
照度が高い範囲に向けて、この第一光源の照射範囲よりも狭い範囲に光を照射する第二光
源を設けたことを特徴とするものである。
【０００７】
　また、本発明の請求項２に記載の照明装置は、請求項１において、前記第二光源を前記
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灯具に設けたことを特徴とするものである。
【０００８】
　また、本発明の請求項３に記載の照明装置は、請求項１又は２において、前記第一光源
と第二光源とを、互いに異なる光色としたことを特徴とするものである。
【０００９】
　また、本発明の請求項４に記載の照明装置は、請求項１乃至３の何れか一項において、
前記第一光源の点灯操作を行うための第一操作部と、前記第二光源の点灯操作を行うため
の第二操作部とを有することを特徴とするものである。
【００１０】
　更に、本発明の請求項５に記載の照明装置は、請求項１乃至４の何れか一項において、
前記第二光源を点灯させるための点灯回路と、点灯した前記第二光源を所定時間経過後に
消灯させるための計時手段を設けたことを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の請求項１に記載の照明装置は、以上のように構成することにより、前記第一光
源による照射範囲のうち、高照度範囲を指示するように、この高照度範囲に向けて前記第
二光源が光を照射するので、この第二光源の指示範囲に基づいて、前記第一光源による高
照度範囲、即ち適正な使用範囲を容易に認識することができる。
【００１２】
　なお、前記第二光源を前記灯具に設けることで、この灯具を動かして向きを変えたとし
ても、前記第一光源による高照度範囲と、前記第二光源による指示範囲との間にずれが生
じるのを抑えることができる。
【００１３】
　また、前記第一光源と第二光源とを、互いに異なる光色とすることで、前記第一光源に
よる照射範囲上で、前記第二光源による指示範囲を、使用者がより明確に視認することが
できる。
【００１４】
　また、前記第一光源の点灯操作を行うための第一操作部と、前記第二光源の点灯操作を
行うための第二操作部とを有することで、前記第一光源を点灯中に前記灯具を動かして向
きを変えたとしても、前記第二操作部を操作して前記第二光源を点灯させることで、使用
者に適正な使用範囲を知らせることができる。
【００１５】
　更に、前記第二光源を点灯させるための点灯回路と、点灯した前記第二光源を所定時間
経過後に消灯させるための計時手段を設けたことで、適正な使用範囲を知らせるという目
的を達成した後で、追加の操作なしで、前記照明装置をそのまま使用し続けることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第一の実施形態を示す照明装置の正面図である。
【図２】同、Ａ－Ａ断面図である。
【図３】同、図２における要部の拡大断面図である。
【図４】同、側面図である。
【図５】同、回路のブロック図である。１
【図６】本発明の第二の実施形態を示す照明装置の要部の概略断面図である。
【図７】本発明の第三の実施形態を示す照明装置の要部の概略底面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の第一の実施形態について、図１乃至図５に基づいて説明する。なお、図
２において、図面の左側が前である。１は照明装置としての電気スタンドである。この電
気スタンド１は、基部２と、この基部２に下端部が取り付けられた柱状部３と、この柱状
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部３の上端部に対して下端部が可動に取り付けられた腕部４と、この腕部４の上端部に対
して可動に取り付けられた首部５と、この首部５に対し可動に取り付けられた灯具６とを
有して構成される。そして、前記柱状部３の正面側には、第一操作部７と、第二操作部８
が設けられる。なお、前記柱状部３の内部には、電子回路９が設けられる。
【００１８】
　前記灯具６は、外殻体１１と、透光体１２を有する。前記外殻体１１は、上部外殻体１
３と下部外殻体１４から構成される。また、前記外殻体１１の外周には、前記上部外殻体
１３と前記下部外殻体１４との接合部を覆うように、弾性を有するリング１５が取り付け
られる。なお、このリング１５は、シリコンゴムによって形成されると共に、前記外殻体
１１に対し着脱可能に取り付けられる。そして、前記灯具６の内部には、第一光源として
の複数の照明用ＬＥＤ１６が設けられる。なお、前記照明用ＬＥＤ１６は、金属基板１７
上に一列に並べて実装される。また、この金属基板１７は、放熱体１８に対し熱的に接続
される。また、前記照明用ＬＥＤ１６の放射側には、透明な材質からなる導光体１９が設
けられる。更に、この導光体１９は、その上方が反射体２０によって覆われる。
【００１９】
　次に、前記導光体１９について詳述する。この導光体１９は、透明なアクリル樹脂によ
って形成される。そして、前記導光体１９は、前記照明用ＬＥＤ１６に対向する入射面２
１と、前記照明用ＬＥＤ１６から放射された光Ｌ１のうち、拡散光を平行光に整える湾曲
面２２と、光Ｌ１を所定の方向に反射する反射面２３と、この反射面２３で反射された光
Ｌ１を前記導光体１９外に放出する放出面２４とを有して構成される。
【００２０】
　前記灯具６の左右方向中央における後部には、第二光源としての一つの指示用ＬＥＤ２
５が設けられる。なお、この指示用ＬＥＤ２５と前記照明用ＬＥＤ１６とは、互いに異な
る光色である。本実施形態において、前記照明用ＬＥＤ１６は昼白色、昼光色、或いは電
球色の光を発し、前記指示用ＬＥＤ２５は橙色の光を発する。また、前記指示用ＬＥＤ２
５の放射側には、レンズ２６が設けられる。但し、前記指示用ＬＥＤ２５の指向性によっ
ては、必ずしも前記レンズ２６は必要でない。また、前記指示用ＬＥＤ２５は、ＬＥＤ保
持部材２７によって前記灯具６に保持される。なお、前記指示用ＬＥＤ２５は、前記ＬＥ
Ｄ保持部材２７によって、所定角度に傾けて保持される。そして、本実施形態において、
この角度は平面に対して約３５度に設定される。この角度は、前記指示用ＬＥＤ２５を点
灯させた際に、前記照明用ＬＥＤ１６から放射された光Ｌ１の照射範囲のうち、照度が高
い範囲を、前記指示用ＬＥＤ２５から放射された光Ｌ２が指示するように、予め設定した
ものである。但し、この角度は、前記灯具６の高さ、前記照明用ＬＥＤ１６による照射範
囲及び照射方向、前記照明用ＬＥＤ１６と指示用ＬＥＤ２５との位置関係等によって、適
宜決定されるべきものである。
【００２１】
　前記電子回路９は、制御回路２８と、第一点灯回路２９と、第二点灯回路３０と、計時
手段３１とを有する。前記第一点灯回路２９は、前記照明用ＬＥＤ１６を点灯させるため
のものである。また、前記第二点灯回路３０は、前記指示用ＬＥＤ２５を点灯させるため
のものである。更に、前記計時手段３１は、前記第二操作部８の操作によって作動した前
記第二点灯回路３０に働きかけて、前記指示用ＬＥＤ２５の点灯から所定時間経過後に、
この指示用ＬＥＤ２５を消灯させるものである。なお、前記電子回路９へは、ＡＣアダプ
タ３２から直流電力が供給される。
【００２２】
　次に本実施形態の作用について説明する。なお、前記電気スタンド１は、机上面Ｄに設
置された状態で、図示しない交流電源に予め接続されているものとする。まず使用者は、
前記柱状部３に設けられた前記第一操作部７を操作する。この第一操作部７が操作される
と、前記制御回路２８は、前記第一点灯回路２９に電力を供給する。これによって、前記
灯具６に設けられた前記照明用ＬＥＤ１６は、前記第一点灯回路２９から電力を供給され
ることで、発光する。なお、この際、前記照明用ＬＥＤ１６に通電することで発生する熱
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は、前記金属基板１７を介して前記放熱体１８に移動し、この放熱体１８から前記灯具６
の外部に放出される。
【００２３】
　前記照明用ＬＥＤ１６から放射された光Ｌ１は、前記入射面２１から前記導光体１９に
入る。そして、前記照明用ＬＥＤ１６から放射された光Ｌ１のうち、平行光となる部分は
、前記導光体１９の反射面２３において一次反射する。また、前記照明用ＬＥＤ１６から
放射された光Ｌ１のうち、拡散光となる部分は、前記導光体１９の湾曲面２２において一
次反射され平行に整えられた後、前記導光体１９の反射面２３において二次反射する。そ
して、前記反射面２３において反射した光Ｌ１は、全て所定の角度で下向きとなり、前記
放出面２４において前記導光体１９から放出される。
【００２４】
　なお、前記導光体１９内では、何度か反射を繰り返した後、前記放出面２４以外の面か
ら放出される光Ｌ１が発生する可能性がある。しかしながら、このように光Ｌ１が前記放
出面２４以外の面から放出されたとしても、光Ｌ１は、前記反射体２０によって反射され
、前記導光体１９内に戻される。そして、この導光体１９に戻された光Ｌ１は、最終的に
前記放出面２４から放出される。このように、前記照明用ＬＥＤ１６から放射された光Ｌ
１は、前記導光体１９と前記反射体２０を用いることで、実質的に面光源と同様に前記透
光体１２から放出されることになり、机上面Ｄを広範囲に照らすことができる。
【００２５】
　次に、使用者は、前記柱状部３に設けられた前記第二操作部８を操作する。この第二操
作部８が操作されると、前記制御回路２８は、前記第二点灯回路３０に電力を供給する。
同時に、前記制御回路２８は、前記計時手段３１を作動させ、計時を開始する。これによ
って、前記灯具６の左右方向中央の後部に設けられた前記指示用ＬＥＤ２５は、前記第二
点灯回路３０から電力を供給されることで、発光する。なお、前記第二操作部８の操作に
伴い、前記制御回路２８は、前記指示用ＬＥＤ２５の点灯中に、前記照明用ＬＥＤ１６に
供給する電流値を通常点灯時よりも下げるように、前記第一点灯回路２９に対して制御を
行う。これにより、前記照明用ＬＥＤ１６から放射された光Ｌ１は、通常点灯時よりも机
上面Ｄの照度が低くなるように調光される。よって、使用者は、前記照明用ＬＥＤ１６が
点灯中であっても、前記指示用ＬＥＤ２５により指示される範囲を確実に視認することが
できる。
【００２６】
　なお、前述したように、前記指示用ＬＥＤ２５の放射側に前記レンズ２６を設けたこと
で、このレンズ２６によって前記指示用ＬＥＤ２５から放射された光Ｌ２は、直径４ｃｍ
程度の円形スポット状となって机上面Ｄを照射する。また、机上面Ｄにおける前記指示用
ＬＥＤ２５から放射された光Ｌ２が照射される位置は、前記照明用ＬＥＤ１６から放射さ
れた光Ｌ１の照射範囲のうち、高照度範囲を示す。例えば、本実施形態では、前記腕部４
を前方に３５度傾斜させると共に、前記灯具６を略水平とし、且つこの灯具６の左右方向
と前記基部２の左右方向とを一致させた場合、机上面Ｄにおける照射範囲の左右方向中央
で且つ前記基部２の前縁から約１５ｃｍ前方の位置が、照度が最も高い位置に該当する。
即ち、この位置を中心とする領域が、高照度範囲、即ち使用者にとって適正な使用範囲と
なる。そして、前記指示用ＬＥＤ２５から放射される光Ｌ２は、前述の高照度範囲を示す
。このように、前記照明用ＬＥＤ１６による照射範囲中の高照度範囲が、前記指示用ＬＥ
Ｄ２５によって示されるので、使用者は、前記指示用ＬＥＤ２５の照射位置に基づいて、
適正使用範囲を容易に認識することができる。
【００２７】
　なお、前述した通り、前記照明用ＬＥＤ１６の点灯操作を行うための前記第一操作部７
と、前記指示用ＬＥＤ２５の点灯操作を行うための前記第二操作部８とが、それぞれ独立
して設けられる。これにより、前記照明用ＬＥＤ１６が点灯しているか消灯しているかに
拘わらず、前記第二操作部８を操作して前記指示用ＬＥＤ２５を点灯させることが可能と
なる。従って、使用者は、前記照明用ＬＥＤ１６による照射範囲のどこが高照度範囲、即
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ち適正使用範囲であるかを知ることができるばかりでなく、前記照明用ＬＥＤ１６を点灯
させる前に、予めどこが高照度範囲であるかを知ることもできる。逆に、使用者は、前記
第二操作部８を操作して高照度範囲を指示した状態で、前記灯具６を移動させることで、
机上面Ｄの任意の位置を高照度範囲（適正使用範囲）とすることもできる。
【００２８】
　なお、本実施形態において、前記指示用ＬＥＤ２５から放射される光Ｌ２は、橙色の光
である。一方、前記照明用ＬＥＤ１６から放射される光Ｌ１の光色は、昼白色、昼光色、
電球色等の光である。即ち、前記照明用ＬＥＤ１６と前記指示用ＬＥＤ２５は、異なる色
の光が放射されるように設定されている。このように、机上面Ｄを広範囲に照射する前記
照明用ＬＥＤ１６と、この照明用ＬＥＤ１６による照射範囲における高照度範囲（適正使
用範囲）を指示する前記指示用ＬＥＤ２５とが、互いに異なる色の光を放射するようにす
ることで、前記照明用ＬＥＤ１６と、前記指示用ＬＥＤ２５とを同時に点灯させても、使
用者は、前記指示用ＬＥＤ２５により指示される範囲を確実に視認することができる。更
に、両者の発光色を違えることで、前記指示用ＬＥＤ２５の出力を前記照明用ＬＥＤ１６
に比べて小さくしても、前記照明用ＬＥＤ１６と、前記指示用ＬＥＤ２５とを同時に点灯
させた際に、使用者は、前記指示用ＬＥＤ２５により指示される範囲を確実に視認するこ
とができる。
【００２９】
　そして、前記計時手段３１が所定時間の計時を終了すると、前記制御回路２８は、前記
第二点灯回路３０への電力供給を停止する。同時に、前記制御回路２８は、前記照明用Ｌ
ＥＤ１６に対して通常点灯時の電流値を供給するように、前記第一点灯回路２９を制御す
る。このように、前記指示用ＬＥＤ２５は、その点灯によって使用者に適正使用範囲を指
示するという目的を達成した後、追加の操作なしで、前記電気スタンド１をそのまま使い
続けることができるばかりでなく、前記指示用ＬＥＤ２５の無駄な点灯を防止することが
できる。なお、本実施形態では、前記計時手段３１が計時する時間を５秒間に設定する。
【００３０】
　次に、本発明の第二の実施形態について、図６に基づいて説明する。なお、本実施形態
は、要部の概略構成のみを説明し、他の構成に関する説明を省略する。本実施形態の灯具
は、導光体４１を有する。この導光体４１は、入射面４２及び放出面４３を有する。また
、前記導光体４１には、貫通孔４４が前下がりとなるように傾斜して形成される。そして
、この貫通孔４４の下端４４Ａは、前記放出面４３に囲まれるように形成される。なお、
本実施形態では、前記導光体４１に貫通孔４４を設けたが、貫通孔４４に代えて有底孔を
形成し、この有底孔の底部に集光レンズを設けても良い。そして、前記入射面４２に対向
して、第一光源としての複数の照明用ＬＥＤ４５が、金属基板１７に実装されて設けられ
る。また、前記貫通孔４４に挿入されるように、第二光源としての指示用ＬＥＤ４６が設
けられる。この指示用ＬＥＤ４６は、指向角の狭いものが使用される。また、第一の実施
形態と同様に、前記照明用ＬＥＤ４５が放射する光Ｌ３の色は、前記指示用ＬＥＤ４６が
放射する光Ｌ４の色と異なる。そして、前記貫通孔４４は、その中心軸線が、前記照明用
ＬＥＤ４５から放射される光Ｌ３による照射範囲のうち、高照度範囲、即ち適正使用範囲
を通るように形成される。即ち、前記貫通孔４４に取り付けられる前記指示用ＬＥＤ４６
の光軸は、前記適正使用範囲を通る。従って、前記指示用ＬＥＤ４６から放射される光Ｌ
４は、前記適正使用範囲を指示する。そして、本実施形態の場合、前記指示用ＬＥＤ４６
の光軸を囲むように、光Ｌ３が放出される放出面４３が設けられるので、前記照明用ＬＥ
Ｄ４５及び指示用ＬＥＤ４６が設けられた灯具の向きや高さを変えたとしても、前記指示
用ＬＥＤ４６による指示範囲と前記適正使用範囲との間にずれが生じるのを抑えることが
できる。なお、本実施形態のその他の作用は、第一の実施形態と共通するので、説明を省
略する。
【００３１】
　次に、本発明の第三の実施形態について、図７に基づいて説明する。なお、本実施形態
も、第二の実施形態と同様に、要部の概略構成のみを説明し、他の構成に関する説明を省
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略する。本実施形態の灯具は、導光体５１を有する。この導光体５１は、入射面５２及び
放出面５３を有する。そして、前記入射面５２に対向して、第一光源としての偶数の照明
用ＬＥＤ５４及び第二光源としての指示用ＬＥＤ５５が、金属基板１７に実装されて設け
られる。この指示用ＬＥＤ５５は、前記照明用ＬＥＤ５４よりも指向角の狭いものが使用
される。また、上記各実施形態と同様に、前記照明用ＬＥＤ５４が放射する光Ｌ５の色は
、前記指示用ＬＥＤ５５が放射する光Ｌ６の色と異なる。なお、前記照明用ＬＥＤ５４同
士は、左右方向に等間隔に設けられる。一方、前記指示用ＬＥＤ５５は、前記照明用ＬＥ
Ｄ５４のうち、中央部のＬＥＤ５４Ａの中間位置、即ち前記照明用ＬＥＤ５４の配列の中
心に位置する。そして、前記照明用ＬＥＤ５４の光軸は、前記指示用ＬＥＤ５５の光軸と
平行である。従って、前記照明用ＬＥＤ５４から放射されて前記放出面５３から放出され
る光Ｌ５の光軸と、前記指示用ＬＥＤ５５から放射されて前記放出面５３から放出される
光Ｌ６の光軸も平行である。そして、前記指示用ＬＥＤ５５から放射されて前記放出面５
３から放出される光Ｌ６の光軸は、前記照明用ＬＥＤ５４から放射される光Ｌ３による照
射範囲のうち、高照度範囲、即ち適正使用範囲を通るように形成される。更に、前述した
通り、指示用ＬＥＤ５５の指向角が、前記照明用ＬＥＤ５４の指向角よりも狭いので、前
記放出面から放出された光Ｌ６の前後方向の照射範囲は、光Ｌ５の前後方向の照射範囲よ
りも狭い。従って、前記指示用ＬＥＤ５５から放射される光Ｌ６は、前記適正使用範囲を
指示する。そして、本実施形態の場合、前記照明用ＬＥＤ５４と指示用ＬＥＤ５５の光軸
が平行であると共に、共通の前記導光体５１を通過して光Ｌ５，Ｌ６が放出されるので、
前記照明用ＬＥＤ５４及び指示用ＬＥＤ５５が設けられた灯具の向きや高さを変えたとし
ても、前記指示用ＬＥＤ５５による指示範囲と前記適正使用範囲との間にずれが生じるの
を抑えることができる。なお、本実施形態のその他の作用は、第一の実施形態と共通する
ので、説明を省略する。
【００３２】
　なお、本発明は以上の実施形態に限定されるものでなく、発明の要旨の範囲内で種々の
変形実施が可能である。例えば、上記各実施形態は、第一光源としての照明用ＬＥＤを複
数、第二光源としての指示用ＬＥＤを一つ設けたが、第一光源としての照明用ＬＥＤと第
二光源としての指示用ＬＥＤをそれぞれ一つずつ設けても良く、また、それぞれ複数設け
ても良い。また、上記実施形態は、第一光源と第二光源をそれぞれ独立して設けたが、第
一光源の中の幾つかを第二光源と兼用しても良い。また、前記第二光源としての指示用Ｌ
ＥＤは、橙色の光を発するものを使用したが、前記第二光源による指示範囲を使用者が明
確に視認できる色であれば、如何なる色でもかまわない。また、第一の実施形態において
、第一操作部と第二操作部を設けたが、これらを一つの操作部としても良い。その場合、
例えば使用者は、操作部を一回操作する毎に第一光源を点灯又は消灯させることができ、
また操作部を長押しすることで第二光源を点灯させることが可能である。また、各光源、
特に第一光源は、ＬＥＤ以外の発光素子、例えば蛍光灯やＥＬ発光素子等でも良い。更に
、本発明の照明装置は、机上で用いられる電気スタンドに限定されるものではなく、他の
様々な照明装置、例えば、学習机に予め備え付けられた照明装置や医療用の照明装置等で
あっても良い。
【符号の説明】
【００３３】
　１　電気スタンド（照明装置）
　６　灯具
　７　第一操作部（操作部）
　８　第二操作部
　１６，４５，５４　照明用ＬＥＤ（第一光源）
　２５，４６，５５　指示用ＬＥＤ（第二光源）
　３０　第二点灯回路（点灯回路）
　３１　計時手段
　Ｌ１～Ｌ６　光
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